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28. 白血病細胞における核酸代謝に関する研究
杉浦ゆり，藤岡成徳(千大)
ヒト白血病細胞の増殖動態を知るために pyrimidine 
salvage経路の各 nucleotide合成の相互関係を調べた。
放射性 thymidine，uridine，cytidineを用いてその中間
体への変化をみた。急性白血病，慢性骨髄性白血病の急
性転化例では各系統とも base，nucleotideが低値を示
し，慢性骨髄性白血病例では高値を示した。非白血病例
では両者の中間の値を示した。急J陸白血病例では同一症
例で病期によって値が変わり，増殖病態が変化したもの
と推定した。 
29. Hairy cell leukemiaの1例
比留間潔，浅井隆善，藤岡成徳、
(千大)
症例89歳男性。昭和57年 2月，発熱，鼻出血が出現。 
7月当科入院。表在リンパ節腫脹なし。牌腫中等度。 
WBC 2200/mm3 RBC 249XlO4/mm3 Hb 8.5g/dl Ht 
26.3% Plt 9.8XlO4/mm3。異型細胞が末血に10%骨髄に 
26%出現し，大型で細胞質にとみ穎粒無く辺縁不整で，
核は類円形，核網比較的粗，核小体 1個有した。 P.o.
染色(ー)，酒石酸抵抗性酸フォスファタ}ぜ(土)。透
過電顕位相差顕微鏡で hair を認め， 以上より Hairy 
cel leukemiaと診断。現在経過観察中。 
30. リンパ筋炎 3例
三村正裕，田口忠男，石原運雄
(千葉労災〉
五十嵐忠彦 (千大)
私たちは，発熱， リンパ節腫脹以外にほとんど所見が
なく，確定診断のため， リンパ節生検を施行。その特徴
的な病理所見(1.亜急性壊死性リンパ節炎，頼粒球の
浸潤がない腫大した傍皮質の壊死 2.猫ひっかき病，
細胞崩壊像中の微小腫:蕩 3.類上皮細胞が放射状に向
う壊死)により診断を下した 3例を経験した。臨床的に
診断困難なリンパ節腫大を経験した時，積極的にリンパ
節生検を施行し診断を下すことが重要だと思う。 
31.髄膜炎症例と多発性脳神経麻癒を主徴とした 
Sarcoidosisの19tl
渡辺東也，宮平守博，平井康夫
山下道隆，松島保久，岡山義文
大島仁士 (松戸市立)
鈴木丈司，篠遠仁，北野邦孝
旭俊臣 (同・神経内科)
細田泰史 (千大)
症例。 49歳，女。昭和57年 9月左顔面神経麻庫出現。
lO月発熱と頭痛が出現し，増強する。主要所見:意識清
明左I番，右皿番.左V番第 1校，左VI番，咽番両側，
左区番X番，左辺番の脳神経麻療を認めた。 BHL (ー )
眼科的に異常なし。髄液で細胞数 40/3 (Ly; N=40: 
0)。蛋白 60mg/dloACE 54μ，ツ反陰性。右前斜角筋リ
ンパ節及び左上腕二頭筋連続切片にサJレコイド結節を認
めた。 
32.早期びまん性況細気管支炎 (DPB)の 2例
山口 一，斉藤陽久，中村和之
(旭中央)
びまん性汎細気管支炎 (DPB)の克服のためには早期
診断・早期治療がぜひとも必要で， それには早期 DPB
をみつけねばならない。早期とは，病期分類の I期から 
E期初期に相当し，咳・疲・軽度の息ぎれがみられ病変
の主体は呼吸細気管支のみであり， X線所見では 1，n 
型を示し，感染症状はないか軽微でありステロイド治療
によく反応するという特徴をもっ。今回，早期 DPBの 
2例を呈示しいささかの私見を加え報告する。 
33.醇性腹水を主徴としたアルコール性慢性障炎の 1
{列
中村博敏，平良真人，本村八恵子
伊藤文憲，野口武英，永瀬敏行
(船橋中央)
大久保春男 (同・病理)
症例64歳男性。大酒家。腹部膨満にて入院。 US，CT 
にて腹水及び陣頭部に褒胞を認めた。アミラーゼ値は血
中2445，尿中8599，腹水17053Iuと高値を示した。 ER-
CPでは嚢胞は描出されず，血管造影，腹腔鏡等で悪性
所見なし。ア/ルレコ-，ルレf勝草炎による勝性腹水と診断し性生E
IUH及ひ
尿中及び、腹水中のアミラ}ゼ値の低下をみたが，急性心
不全にて死亡。剖検にて勝頭部の限局した線維化と 2x 
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1.8cmの偽嚢胞を認めた。 
34.乳ぴ腹水を伴った肝硬変症の 1例
桜田正也，岩間章介，力加日藤繁夫
(千葉労災) 
肝硬変症で.子手乳Lび
1症例を報告する。症例. 66歳男性， 昭和43年以来，
肝硬変，腹水を指摘され腹水のため 2回の入院歴を有す
る。腹水穿刺により得た腹水は乳聴で，血中の約 4倍の 
TGを含み，その殆んどはカイロミクロンであった。乳
聴腹水は，手術，外傷，腫療等によるリンパ経路の障害
が否定されたことから，腸管リンパ管内圧上昇による腸
管Jl莫等のリンパ管の拡張，破綻により生じたと考えられ
る。 
35. 自然排出を認めた石灰乳胆汁の 1例
山本恭平(千大)
症例は42歳女性。昭和57年 6月上腹部痛出現，上部消
化管造影，腹部単純写真にて石灰乳胆汁+胆嚢結石との
診断をうける。エコー， CT，DICの所見も同様で、あっ
た。手術を勧めたが拒否した為経過観察中， 8月末黄症
出現， 9月初め極期に達し以後自然と軽快した。軽快後
の諸検査では石灰乳胆汁と胆石の陰影は消失し， PTC 
にて乳頭部に褒状拡張が見られた為，胆石の排出に伴い
石灰乳胆汁が自然排出したものと判断した。 
36.細小肝癌のエコー像
小方信二，吉田恒，椎名達也
松本一暁 (成田赤十字) 
1979年1月から1982年10月までに当院で施行した延べ 
2611例の超音波検査のうち 5cm以下の細小肝癌は 4症
例， 6ケである。いずれの症例も α:-Fetoproteinの上昇
はほとんどみられず，細小肝癌の診断には役立たなかっ
た。細小肝癌のうち，超音波検査で見落したものは 3 い
ずれも横隔膜下近傍のものであり，この部分のエコー診
断は困難であることが考えられた。ハイリスク・グルー
プには 3カ月毎の超音波検査が必要である。 
:37.肝細胞癌に対する抗癌剤間歓動注療法の予後の検
討
鈴木康夫，平井康夫，松村竜太郎
遠藤伸行，宮平守博，水谷文雄
山下道隆，松島保久，大島仁士
(松戸市立) 
1980年 1月から1982年10月まで肝細胞癌症例は26人で
あり， 1981年 3月より施行した抗癌制間歌動注療法施行
患者は18人である。追跡可能症例15人の予後は 6カ月生
存率では47%，12カ月生存率では27%であった。最近急
速に普及しつつある肝動脈塞栓術での l年生存率は43% 
-50%と報告されており，それには及ばないが他療法よ
りは優っていた。今後動脈塞栓術と問駄動注とを使い分
けることにより予後の改善を計りたい。 
38. SLE患者血清に認められる抗リンパ球自己抗体
の特異性
鏡味勝，小池隆夫，末石真
富岡玖夫 (千大)
補体依存性細胞傷害試験を用いて， 45例の SLE患者
血清中に認められる抗リンパ球抗体の特異性を検討し，
以下の 4点の結果を得た。①原血清もしくは低希釈濃度
では細胞傷害試験において prozoneを認め，疑陰性の
危険がある。②血清希釈により， SLE全例に抗リンバ
球抗体の存在を認めた。③抗リンパ球抗体は細胞傷害性
のパターンにより 4型に分類される。④ IgMクラスに
属する抗体である。 
39. AILD (Angioimmunoblastic lymphadenopa-
thy with dysproteinemia) 3症例の臨床病理学
的検討
羅智靖，斎藤陽久，大谷彰
(旭中央)
それぞれ進行度の異なると思われる AILD周辺の 3
症例を経験したので，そのリンパ節を中心に臨床病理学
的検討を加えて報告する。症例 1ではリンパ節構造は保
たれており， immunoblastを含む mixedcell prolifera-
tionを伴って著明な follicularde novo formationを認
めた。症例 2では angiofollicularhyperplasia and de 
novo formationを認め，更に thymusdependent area 
の cellulardepletionを認めた。症例 3ではリンパ節構
造は極度に乱れ，剖検時のリンパ節像で‘は細胞乏しく線
維増生の著明な burnoutの像を呈していた。
